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講  師：小林 祥久（こばやし よしひさ） 先生 
 国立研究開発法人 国立がん研究センター 研究所 
 分子病理分野 研究員 
日  時：2024 年 4 月 16 日（火） 講演会 18:00～19:15 【Hybrid】 
 懇親会 19:15～20:15 
場  所：千里ライフサイエンスセンタービル 6 階 千里ルームＡ 
     （懇親会は同ビル 5 階 Port 5） 
定  員：会場参加 80 名、WEB 参加 200 名 
参 加 費：講演会、懇親会とも無料 

参加は事前申込みされた方（申込締切り 4 月 11 日）のみとし、定員になり次第

締切ります。参加希望者は、当財団のホームベージの「参加申込・受付フォーム」

からお申込み下さい。  https://www.senri-life.or.jp 

＊オンデマンド配信は予定しておりません。 

 



新適塾「未来創薬への誘い」 

 

薬剤耐性研究から予想外に展開した 

核酸医薬による新規がん治療とその展望 
小林 祥久 （こばやし よしひさ） 

国立がん研究センター 研究所 分子病理学分野 

 

講演要旨 

 日本人の 5 人に 1 人ががんで亡くなります。様々ながん治療薬が目覚ましく開発されて
きましたが、がんはあらゆる治療に対して薬剤耐性を獲得して効かなくなることが問題で
す。 

 私はこれまで、日本人肺腺がんの半数を占める EGFR 遺伝子変異のある肺がんの薬剤耐
性機序について研究してきました。薬剤耐性の仕組みとして一般的に想定しやすい薬その
ものの排出や薬と標的の結合阻害ではなく、興味深いことにがんは EGFR 以外の新たな発
がんドライバー遺伝子異常を追加で獲得して耐性を引き起こすこともできます。 

 CRISPR-Cas9 ゲノム編集技術を応用して薬剤耐性細胞モデルを作成して、「薬剤耐性の有
無 = 発がん性の有無」として評価できる実験系を構築しました。すると、従来の定説とは
正反対のデータが得られました。そこから丁寧に実験を進めていくと、アミノ酸を変化さ
せないため無視されがちな「サイレント変異」が予想外に発がん性に必須であることを見
つけ、最多の発がん遺伝子ファミリーRAS のスプライシングに関する弱点の発見につなが
りました。さらに、その弱点を標的にした核酸医薬による新規がん治療法を提唱しました。 

 核酸医薬は、神経・筋疾患に対する治療薬として次々と開発・保険承認され、ますます
注目されています。一方で、がん治療への応用に向けた取り組みはまだ始まったばかりで
す。現在進行中のプロジェクトも含めて、核酸医薬によるがん治療の展望について議論さ
せていただきます。 
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講師略歴： 

学歴・職歴 
2021 年 1 月 - 現在 ：国立がん研究センター研究所, 分子病理分野, 研究員  

2018 年 4 月 - 2020 年 12 月 ：Dana-Farber Cancer Institute, Medical Oncology, Research Fellow  

2014 年 4 月 - 2018 年 3 月 ：近畿大学, 呼吸器外科, 助教  

2012 年 4 月 - 2014 年 3 月 ：愛知県がんセンター中央病院, 呼吸器外科, シニアレジデント   

2010 年 4 月 - 2012 年 3 月 ：愛知県がんセンター中央病院, 胸部外科, レジデント  

2008 年 4 月 - 2010 年 3 月 ：飯塚病院, 研修医 

2014 年 4 月 - 2017 年 3 月 ：近畿大学大学院医学研究科, 医学系専攻博士課程 (早期修了)  

2002 年 4 月 - 2008 年 3 月 ：三重大学, 医学部医学科 

 

学位：博士（医学） 

 

受賞・その他 
2023 年 日本核酸医薬学会 奨励賞  

2023 年 後藤喜代子・ポールブルダリ科学賞 特別賞  

2023 年 文部科学大臣表彰 若手科学者賞  

2022 年 日本肺癌学会 篠井・河合賞  

2022 年 三医会・三重医学研究振興会 三医会賞  

2021 年 日本癌学会 奨励賞  

2017 年 三医会・三重医学研究振興会 三重医学若手研究者賞  

2017 年 近畿大学 学⾧賞  

2016 年 日本肺癌学会 若手奨励賞  

2015 年 第 16 回世界肺癌学会 若手研究者賞  

 
所属学会 
日本核酸医薬学会、日本癌学会、日本肺癌学会、日本外科学会、日本呼吸器外科学会、世
界肺癌学会 

 

委員等 
日本核酸医薬学会 評議員・生物セッション幹事・教育セッション幹事 

日本呼吸器外科学会 評議員 


